
　皆さんこんにちは。
　昨日二つの訃報が入りました。
　亀田秀次会員のお父様と鋸南ロータリークラブの髙
橋会長エレクトがお亡くなりになられたそうです。
　ご冥福をお祈りいたします。

会　長　挨　拶
会長　倉　島　圭　子

　先日の夜間例会ですが、末吉会員の米寿を祝う会に
させていただき東洋で開催しました。本当におめでと
うございます。多数ご参加いただきありがとうござい
ました。
　次回は白寿を祝う会で鴨川館さんを貸し切ってご招
待していただけるそうなので、いつまでもお元気で
ロータリアンの先輩としてご指導ください。
　やっと桜も満開になり先週は入学式が公立私立多数
ありました。鴨川ロータリークラブ会長として、亀田
医療大学８３名と亀田医療技術専門学校７９名の入学
式に出席してまいりました。大学は４年、専門は３年
一生懸命勉強して立派な看護師助産師が誕生すること
を願います。
　そしてもう一つ、先日のオルカ鴨川ＦＣの試合です
が２－０で吉備国際大学に勝利し、開幕３連勝です。
なでしこリーグ２部に昇格して強いチームばかりの中
で素晴らしい成績です。２３日には応援例会です。５
分区のクラブの方にもお声がけをしておりますので、
皆様も知り合いのロータリアンに応援をお願いしてく
ださい。
　「地域と共に」をスローガンに選手、監督、スタッフ、
サポート企業の皆さんが頑張っていますので、鴨川
ロータリークラブとして一緒に応援していきたいと思
います。以上会長挨拶でした。

第３１回   例   会   報   告 日時：平成 29 年４月 11 日 12：50 ～
（例会場：鴨川ホテル三日月）

１、点　　鐘

２、国歌斉唱

３、ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」

４、四つのテスト

５、会長挨拶

６、幹事報告

７、ＰＥＴＳ報告
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８、委員会報告

　　　親睦委員会　会員誕生祝

　　　　　　　　　会員配偶者誕生祝

９、ニコニコBOX

10、出席報告

11、点　　鐘

　　※例会終了後、理事会が開催されました。
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＊会長エレクト研修セミナー（PETS）報告 … 小　篠　　隆 会長エレクト

　　ブセントラルといった情報ツールを活用すべきである。
　　クラブ強化については、会員の男女のバランスと年齢構成
　　を意識しなければならない。
　④人道的奉仕の六つの重点項目すべてに共通して意識すべき
　　は、持続可能性と継続である。
　⑤公共イメージの向上のためには、ロータリーのストーリー
　　を一貫して語り、広く社会に発信すべきである。
　⑥私たちは、未来のために地球環境に配慮すべきである。２
　　０１７年７月から２０１８年４月までの間にロータリアン
　　一人が１本の植樹を行うことを推奨する。
　⑦ロータリアン一人一人、それぞれのロータリークラブは、
　　世界の人々の生活を変えることができる。

《２７９０地区の課題》
　日本全体の経済動向は更に不透明感を増しており、２７９０
地区もそれと無縁ではありません。人口が縮小に転じた以上、
即ち事業の縮小と同義であり一定の合意に基づいた戦略の立案
が重要性を増すと考えます。
　永年、単年度主義を旨としてきたロータリーにあって、戦略
計画という複数年にわたる事業継続の推奨に転じたＲＩ方針に
対し、継続性を担保する合意形成の手法が未整備ある点が本地
区における課題であると
思われます。

《地区運営に関する基本的考え》
▶地区を運営するにあたり、
　①理念と実践
　②事業と運営
　③継続と革新の三つの観点から考察します。
　決議 23-34 が採択される前夜は、職業倫理を重視する理念派
と、金銭的奉仕や身体的奉仕といった実践的奉仕活動を重視す
る実践派、その対立を深めていたと聞きおよびます。
　理念の選択は実践を否定せず、実践は理念を否定しない。私
はそのように考えます。
▶事業と運営
　２７９０地区は、いわゆる人格なき社団ではあるものの、運
営を円滑に行うとともに、如何に公益目的事業比率を上げるこ
とができるのか。
それを検討したいと考えます。
▶継続と革新
　決議 23-34 にはロータリーの行う奉仕活動は一会計年度にお
いて完了し、毎年度異なる事業を行うことが望ましい旨示唆さ
れております。
しかしながら、最近になって戦略計画委員会の設置が推奨され、
あるいはロータリー財団委員長の任期が３年となるなど、事業
の継続性が推奨され始めております。
　端的に申せば、事業に対する習熟を経た後に、初めて可能と
なる改善や改革がある。

　３月２６日に柏のザ・クレストホテル柏で会長エレクト研修
セミナーが行われました。
　通称、PETS　ペッツと呼ばれているものです。この研修と
地区協議会のセミナーに参加して、次期会長になることができ
るそうです。
　セミナープログラムに沿ってペッツの説明をさせていただき
ます。

＊ガバナー挨拶　　　　　　　　　青　木　貞　雄 ガバナー
　昨年の規定審議会で標準ロータリークラブ定款とうに、従来
の統一規定と異なり、クラブの裁量権を認める大きな改定が図
られました。これは、世界および周辺地域の社会環境が変化す
る中、奉仕活動を含めた活動活性化に向け「ロータリーの目的」、
「職業分類」等の基本理念を変えることなくクラブの運営に柔
軟性を認めたものです。
　ロータリーは単年度主義であり、次年度は寺嶋 GE の考えに
基づく地区運営が追及されますがその基盤となるＲＩ活動方針
は、戦略計画の３つの優先事項、および人道奉仕の 6つの重点
項目の継続的追及、並びに実践的奉仕活動を通じて世界の人々
の生活を変えようとの趣旨のテーマ等、今年度と同じ軌道の上
にあり、基本的に活動の継続性が求められていると理解します。
　クラブには自主権が認められており、新たな規定に基づく柔
軟な運営に踏み切ったクラブがあります。また、クラブ会長の
任期は一年です。しかし、クラブ、そして、会員は毎年変わる
わけではありません。
　このような状況で皆さんには、ＲＩ活動方針、および、地区
運営方針を踏まえたうえで、ロータリーの根幹である職業奉仕
を中核とする奉仕・親睦活動の継続性に配慮した目標立案、及
び目標具現化に全員参加で挑戦する環境醸成（じょうせい）を
図り、主役である会員がロータリアンなって良かったと思うこ
とが出来るクラブ運営にリーダーシップを発揮していただくよ
う期待します。

＊2017-18年度ＲＩのテーマ・活動方針
ガバナーエレクト　寺　嶋　哲　生（てつお）

　ＲＩ会長テーマ
　次年度のＲＩ会長は、オーストラリアサンドリンガムロータ
リークラブに所属するイアン・ライズリー氏です。
　ライズリー会長エレクトは１月１６日に開催された国際協議
会第一回本会議において、
2017-18年度ＲＩテーマを「ロータリー：変化をもたらす」（英
文「ROTARY:MAKING A DIFFENCE」と発表されました。
　ライズリー会長エレクトは、その意図するところとして、自
ら次のような文章を期されています。
　①私にとってのロータリーとは、「どのような団体か」でなく、
　　「何をしているか」で定義される。
　②2017-18 年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、
　　私たちは「ロータリー：変化をもたらす」というテーマで
　　答える。
　③何故なら、それぞれどのような方法で奉仕する事を選んだ
　　としても、その理由は、奉仕を通じて人々の人生に変化を
　　もたらせると信じているからだ。
　④私たちの活動は、誰かの人生をより良くしている。
　⑤私たちがロータリーにとどまり続けるのは、ロータリーで
　　充実感を得ることができるからである。
　⑥この充実感は、「変化をもたらす」ロータリーの一員であ
　　ることから湧き出てくるものなのである。
　加えて、本会議における講演では、次のように口述されてお
ります。
　①自分がガバナーを務めた３６５日間で、自分の人生が変わ
　　った。
　②ロータリーの戦略計画である３つの事柄は、必ず尊重され
　　なければならないすなわち、クラブのサポートと強化、人
　　道奉仕の重点化と増加、公共イメージと認知度の向上
　③クラブのサポートには、マイロータリーやロータリークラ

　地区の設置する委員会においても、継続性を担保して改革の
土壌を育む、そんな状況を意図したいと考えます。

《2017-18年度行動指針：「理念と実践～Think Next ～」》
　規定審議会による改変は、ロータリーの活動における方法論
としての柔軟性を認めているものの、ロータリーの目的や中核
的価値観は不変であり、職業倫理を中心に奉仕の理念を掲げる
ロータリーの本質は全く変わっていないものと考えます。
　その理念を啓蒙（けいもう）し、理念を共有する会員の輪を
拡大するための手段として、身体的奉仕や金銭的奉仕の実践が
求められるものと思います。

《 地 区 組 織 》
　戦略計画委員会・管理運営統括委員会・研究・研修統括委員会・
奉仕プロジェクト統括委員会・青少年奉仕統括委員会・ロータ
リー財団統括委員会・米山記念奨学委員会の説明がありました。
その中で米山記念奨学委員会において寄付ゼロクラブの解消
と、会員人一人当たりの寄付 15,000 円は青木年度に引き続く
目標として推奨いたします。

＊＊＊＊ ガバナー補佐への皆様へ ＊＊＊＊
コミュニケーション
　　▶分区単位で年度内に会長幹事会を６回以上開催、四半期
　　　に一度クラブ訪問情報共有
ガバナー公式訪問
　　▶当クラブは勝浦ロータリークラブと１０月１３日金曜日
　　　合同での訪問です
ＩＭと情報研究会
　　▶分区毎に、IMと情報研究会を一回ずつ、開催
マイロータリーとロータリークラブセントラル
　　▶各クラブの会長幹事に、クラブとしてロータリークラブ
　　　セントラルの利用を推奨する
広報公共イメージの向上
　　▶それぞれのクラブが、独自のホームページを開設し、定
　　　期的に更新される状況となることを推奨いたします
会員増強
　　▶数値目標として一人または 10％純増のいずれか多い方
　　　を目標に、また、女性会員の増強、全会員数に対する女
　　　性会員の割合を、5％引き上げることを推奨

財団補助金を活用した奉仕プロジェクト
　　▶地区補助金を活用した奉仕プロジェクトの申請と実施を
　　　推奨、グローバル補助金を活用する奉仕プロジェクトの
　　　立案を期待
　　▶ロータリー財団、米山記念奨学会への寄付
　　　財団の地区補助金の原資となる年次寄付については寄付
　　　ゼロクラブをなくし、1 人１５０ドルを目標とし、合わ
　　　せてポリオプラスの寄付目標額を会員一人当たり３０ド
　　　ルといたします。
　　　米山奨学会に対する寄付は、会員一人当たり 15,00０円
　　　を目標とし、推奨ください。

《 推 奨 事 項 》
　①会員増強、取り分け女性会員の増強
　②ホームページの開設と更新
　③マイロータリー、ロータリークラブセントラルの活用
　④ＲＬＩへの参加
　⑤財団補助金を活用した奉仕プロジェクトの立案と実施
　⑥財団年次寄付の寄付ゼロクラブの解消と、会員一人当たり
　　１５０ドルの寄付
　⑦ポリオプラスに対し、会員一人当たり３０ドルの寄付
　⑧米山寄付ゼロクラブの解消と、会員一人当たり 15,000 円
　　の寄付

《ＲＩ会長の推奨事項》
　前項に加え、ＲＩが提示する会長賞へのチャレンジを推奨、
また、２０１８年４月までに会員一人につき一本の植樹を行う
ことを推奨します。

　続いて時期研修リーダー関口徳雄地区研修リーダーの挨拶、
地区委員会活動の説明が昼食をはさんで行われました。統括委
員を含めて２７委員会から委員長が５分ずつ説明されました。
　　パストガバナー圡屋亮平氏の
　　　　　「職業奉仕について」の講和
　　パストガバナー中村博亘氏の
　　　　　「DLP・CLP について」の講和
点鐘後、懇親会でした。

[２]
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わけではありません。
　このような状況で皆さんには、ＲＩ活動方針、および、地区
運営方針を踏まえたうえで、ロータリーの根幹である職業奉仕
を中核とする奉仕・親睦活動の継続性に配慮した目標立案、及
び目標具現化に全員参加で挑戦する環境醸成（じょうせい）を
図り、主役である会員がロータリアンなって良かったと思うこ
とが出来るクラブ運営にリーダーシップを発揮していただくよ
う期待します。

＊2017-18年度ＲＩのテーマ・活動方針
ガバナーエレクト　寺　嶋　哲　生（てつお）

　ＲＩ会長テーマ
　次年度のＲＩ会長は、オーストラリアサンドリンガムロータ
リークラブに所属するイアン・ライズリー氏です。
　ライズリー会長エレクトは１月１６日に開催された国際協議
会第一回本会議において、
2017-18年度ＲＩテーマを「ロータリー：変化をもたらす」（英
文「ROTARY:MAKING A DIFFENCE」と発表されました。
　ライズリー会長エレクトは、その意図するところとして、自
ら次のような文章を期されています。
　①私にとってのロータリーとは、「どのような団体か」でなく、
　　「何をしているか」で定義される。
　②2017-18 年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、
　　私たちは「ロータリー：変化をもたらす」というテーマで
　　答える。
　③何故なら、それぞれどのような方法で奉仕する事を選んだ
　　としても、その理由は、奉仕を通じて人々の人生に変化を
　　もたらせると信じているからだ。
　④私たちの活動は、誰かの人生をより良くしている。
　⑤私たちがロータリーにとどまり続けるのは、ロータリーで
　　充実感を得ることができるからである。
　⑥この充実感は、「変化をもたらす」ロータリーの一員であ
　　ることから湧き出てくるものなのである。
　加えて、本会議における講演では、次のように口述されてお
ります。
　①自分がガバナーを務めた３６５日間で、自分の人生が変わ
　　った。
　②ロータリーの戦略計画である３つの事柄は、必ず尊重され
　　なければならないすなわち、クラブのサポートと強化、人
　　道奉仕の重点化と増加、公共イメージと認知度の向上
　③クラブのサポートには、マイロータリーやロータリークラ

　地区の設置する委員会においても、継続性を担保して改革の
土壌を育む、そんな状況を意図したいと考えます。

《2017-18年度行動指針：「理念と実践～Think Next ～」》
　規定審議会による改変は、ロータリーの活動における方法論
としての柔軟性を認めているものの、ロータリーの目的や中核
的価値観は不変であり、職業倫理を中心に奉仕の理念を掲げる
ロータリーの本質は全く変わっていないものと考えます。
　その理念を啓蒙（けいもう）し、理念を共有する会員の輪を
拡大するための手段として、身体的奉仕や金銭的奉仕の実践が
求められるものと思います。

《 地 区 組 織 》
　戦略計画委員会・管理運営統括委員会・研究・研修統括委員会・
奉仕プロジェクト統括委員会・青少年奉仕統括委員会・ロータ
リー財団統括委員会・米山記念奨学委員会の説明がありました。
その中で米山記念奨学委員会において寄付ゼロクラブの解消
と、会員人一人当たりの寄付 15,000 円は青木年度に引き続く
目標として推奨いたします。

＊＊＊＊ ガバナー補佐への皆様へ ＊＊＊＊
コミュニケーション
　　▶分区単位で年度内に会長幹事会を６回以上開催、四半期
　　　に一度クラブ訪問情報共有
ガバナー公式訪問
　　▶当クラブは勝浦ロータリークラブと１０月１３日金曜日
　　　合同での訪問です
ＩＭと情報研究会
　　▶分区毎に、IMと情報研究会を一回ずつ、開催
マイロータリーとロータリークラブセントラル
　　▶各クラブの会長幹事に、クラブとしてロータリークラブ
　　　セントラルの利用を推奨する
広報公共イメージの向上
　　▶それぞれのクラブが、独自のホームページを開設し、定
　　　期的に更新される状況となることを推奨いたします
会員増強
　　▶数値目標として一人または 10％純増のいずれか多い方
　　　を目標に、また、女性会員の増強、全会員数に対する女
　　　性会員の割合を、5％引き上げることを推奨

財団補助金を活用した奉仕プロジェクト
　　▶地区補助金を活用した奉仕プロジェクトの申請と実施を
　　　推奨、グローバル補助金を活用する奉仕プロジェクトの
　　　立案を期待
　　▶ロータリー財団、米山記念奨学会への寄付
　　　財団の地区補助金の原資となる年次寄付については寄付
　　　ゼロクラブをなくし、1 人１５０ドルを目標とし、合わ
　　　せてポリオプラスの寄付目標額を会員一人当たり３０ド
　　　ルといたします。
　　　米山奨学会に対する寄付は、会員一人当たり 15,00０円
　　　を目標とし、推奨ください。

《 推 奨 事 項 》
　①会員増強、取り分け女性会員の増強
　②ホームページの開設と更新
　③マイロータリー、ロータリークラブセントラルの活用
　④ＲＬＩへの参加
　⑤財団補助金を活用した奉仕プロジェクトの立案と実施
　⑥財団年次寄付の寄付ゼロクラブの解消と、会員一人当たり
　　１５０ドルの寄付
　⑦ポリオプラスに対し、会員一人当たり３０ドルの寄付
　⑧米山寄付ゼロクラブの解消と、会員一人当たり 15,000 円
　　の寄付

《ＲＩ会長の推奨事項》
　前項に加え、ＲＩが提示する会長賞へのチャレンジを推奨、
また、２０１８年４月までに会員一人につき一本の植樹を行う
ことを推奨します。

　続いて時期研修リーダー関口徳雄地区研修リーダーの挨拶、
地区委員会活動の説明が昼食をはさんで行われました。統括委
員を含めて２７委員会から委員長が５分ずつ説明されました。
　　パストガバナー圡屋亮平氏の
　　　　　「職業奉仕について」の講和
　　パストガバナー中村博亘氏の
　　　　　「DLP・CLP について」の講和
点鐘後、懇親会でした。

＊4月5日夜間例会報告：東洋にて開催し、末吉一夫会員の米寿を祝いました。

[３]



＊出席報告　　出席免除会員 …… 3 名

例 会 日 会 員 総 数 出 席 Ｍ ．Ｕ 出席率 (％)
3　月　 28日 32 14 10 80.00%
４　月　 11日 32 20 6 81.25%

＊ニコニコボックス

氏　　　名 メ ッ セ ー ジ 氏　　　名 メ ッ セ ー ジ
末 吉 一 夫 米寿祝お礼

武　田　将次郎 誕生祝お礼

古 市 一 雄 誕生祝お礼

神 定 浩 明 誕生祝お礼

佐　藤　多惠子 誕生祝お礼 渡 辺 淳 一 誕生祝お礼

亀 田 美 穂 医療大学・専門学校卒業式お礼 倉 島 圭 子 誕生祝お礼

１．亀田医療大学と亀田医療技術専門学校から卒業証書授与式の御礼状が
　　届いております。
２．鴨川市納涼花火大会鴨川大会実行委員会よりチャリティーゴルフコンペ
　　のお願いが届いております。
３．ガバナー補佐よりロータリー情報研究会会計について返金のお知らせ
　　が届いてます。

＊幹事報告  …  副幹事　亀　田　美　穂

[４]

《会員配偶者誕生祝》
　　　４月１２日　武田将次郎 会員　妻女 :ひろみ 様　・　１８日　長谷川治夫 会員　妻女 :京　子 様
　　　　　１９日　石 渡 雄 悟 会員　妻女 :真由美 様

《会員誕生祝》
　　　４月　２日　佐藤多恵子 会員・　４日　末 吉 一 夫 会員・　４日　渡 辺 淳 一 会員
　　　　　１１日　古 市 一 雄 会員・１２日　武田将次郎 会員・１５日　神 定 浩 明 会員
　　　　　２４日　加 藤 和 夫 会員・２４日　倉 島 圭 子 会員

▶親睦委員会 …  羽　鳥　鋭　一  会 員
＊委員会報告


